
 

  

公立大学法人兵庫県立大学経営審議会（平成 27 年度・第 11 回）議事録 

 

 

１ 日 時  平成 27 年 10 月 14 日（水） 

午後 1 時 30 分から午後 2 時 30 分 

２ 場 所  赤穂郡上郡町光都３丁目１番２号 兵庫県立先端科学技術支援センター内 

兵庫県立大学高度産業科学技術研究所１階大会議室 

３ 出席者    

⑴ 理事長兼学長    清原 正義  副理事長      山内 康弘  

理事兼副学長    太田  勲  理事兼副学長    瓦田太賀四 

理事兼副学長    浅田 尚紀  理事兼事務局長   藤原 茂之 

理事（非常勤）   平松 秀則  理事（非常勤）   中西  均 

   委員（外部有識者） 池野 忠司  委員（外部有識者） 稲垣 嗣夫 

   委員（外部有識者） 井上 明久  委員（外部有識者） 井巻 久一 

委員（外部有識者） 杉原左右一  委員（外部有識者） 水越 浩士 

副学長       濵田 道夫  監事（非常勤）   北林  泰 

監事（非常勤）   安川 文夫 

 

 ⑵ 欠席者 

委員（外部有識者） 南 裕子 

 

４ 報告事項 

 ⑴ 平成 26 年度にかかる業務の実績に関する評価結果 

事務局から、兵庫県による法人評価の概要、評価の経緯、評価結果の概要につ

いて、報告があった。 

（委員からの主な意見） 

  ・ 経済・経営分野の業務実績に関して、理工系に比べて少ないとの記載がある

が、経済・経営分野における計画に沿って業務を進められており、非常によく

やられていると評価したい。 

  ・ 今回の評価結果については、世間一般の人はこう見ると真摯に受け止め、こ

れをもとに、自分たちで改善の方策を考えていく必要がある。 

  ・ 本学はよくやっていると思う。特に、「人事が見るランキング」における就職

支援への熱心な取組は、全国７位というのは、立派なものである。その一方で、

教員の多忙によって学部教育の質が低下しないようバランスをとる必要がある。 

  ・ 県からの運営費交付金に頼らず、大学運営の効率化について自分たちで限界

を設定せず、常に工夫して取り組む心構えが大事だ。 

  ・ 研究開発を行い、日本の国の技術力を高めていくという面からは、大きなテ

ーマを見つけて、県立大学ならではの新しい技術革新、新商品を開発していく

など、将来を見据えて柔軟かつダイナミックに投資し、研究開発を進めていく



 

ことが必要だ。 

  

 ⑵ 地域資源マネジメント研究科博士後期課程の認可 

事務局から、文部科学大臣に設置認可された地域資源マネジメント研究科博士

後期課程及び入試の概要について、報告があった。 

 

７ その他事項  

⑴ 平成 27 年度経営審議会開催予定について 

事務局から、平成 27 年度経営審議会開催予定（次回 12 月 16 日、淡路緑景観キ

ャンパス）について、説明があった。 

 

以上 


